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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　雄型端子と差し込み嵌合する雌型端子を有するコネクタであって、
　前記雌型端子は、該雌型端子が前記雄型端子と差し込み嵌合した状態の該雄型端子を底
部として、箱状体を形成する筒状部を備え、前記箱状体の上方から導電部材を装填可能と
したことを特徴とするコネクタ。
【請求項２】
　前記雌型端子は、前記雄型端子と差し込み嵌合した際に、該雄型端子を把持する相対向
する突条からなる把持部を備えることを特徴とする請求項１に記載のコネクタ。
【請求項３】
　前記雌型端子は、ハウジングに複数一列に並置され、
  電気機器側に複数一列に設けられた前記雄型端子と同時に嵌合可能であり、前記ハウジ
ングには前記箱状体に導電部材を装填するための開口部を設けたことを特徴とする請求項
１又は２に記載のコネクタ。
【請求項４】
　電気機器側の雄型端子と、コネクタ側の雌型端子とを導通接続する導通接続構造であっ
て、
　前記雌型端子に備えられ、該雌型端子が前記雄型端子と差し込み嵌合した状態の該雄型
端子を底部として、箱状体を形成する筒状部と、
　前記箱状体に装填され、前記雄型端子と前記雌型端子とを接合する導電部材とを備える
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ことを特徴とする導通接続構造。
【請求項５】
　電気機器側の雄型端子と、コネクタ側の雌型端子とを導通接続する導通接続方法であっ
て、
　前記雄型端子を前記雌型端子に差し込み嵌合し、
　該雌型端子が前記雄型端子と差し込み嵌合した状態の該雄型端子を底部として、該底部
と前記雌型端子に備えられる筒状部とで箱状体を形成し、
　該箱状体に導電部材を装填して前記雄型端子と前記雌型端子とを接合することを特徴と
する導通接続方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、コネクタ並びに導通接続構造及び導通接続方法に関し、特に、電動弁や電磁
弁等の電気機器側の複数の雄型端子と接続される複数の雌型端子を備えるコネクタ、並び
にそのようなコネクタを用いた導通接続構造及び導通接続方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、ステッピングモータで開閉駆動される電動弁や、電磁ソレノイドにより開閉駆動
される電磁弁には、ステータコイル等とリード線とを導通接続するため、コネクタが用い
られる。このような電動弁等に用いられるコネクタは、防水絶縁する必要があるため、コ
ネクタ全体が電気絶縁性樹脂によって封止される。
【０００３】
  ここで、自動車用空調機やコンプレッサ等の振動の大きい装置や、冷凍庫、冷蔵庫及び
冷房装置等、過酷な低温環境下で使用される電動弁等では、雌雄嵌合式コネクタの部分も
過酷な環境下に曝されるため、雌雄端子間に正常な接触圧が得られず、導通不良が発生す
るおそれがある。導通不良が発生すると、上述のように、コネクタ全体が樹脂封止されて
いるため、メンテンナンスを行うことができないという問題があった。
【０００４】
　そこで、例えば、特許文献１には、コネクタの導通信頼性を高め、低温使用下での導通
不良を防止するため、コイル側の端子とコイル通電用のリード線とが雌雄嵌合式のコネク
タによって導通接続される制御弁用電磁コイル装置において、コネクタの雌雄嵌合箇所が
導電性接着剤によって接合され、コネクタ全体を電気絶縁性樹脂によって封止した制御弁
用電磁コイル装置等が提案されている。
【０００５】
【特許文献１】特開２００３－１６３０４０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかし、上記従来の制御弁用電磁コイル装置等においては、雌雄嵌合式コネクタの雌雄
嵌合箇所を導電性接着剤によって接合するが、実際には、導電性接着剤の塗布作業が困難
であるとともに、塗布後に熱硬化処理が必要となるため、作業性が悪く、さらに、導電性
接着剤が高価であるため、このようなコネクタを用いた装置の生産コストが高騰するとい
う問題があった。
【０００７】
　そこで、本発明は、上記従来の問題点に鑑みてなされたものであって、その目的は、電
動弁等に用いられる雌雄嵌合式コネクタにおいて、雌雄端子の嵌合作業を容易かつ確実に
行うことができ、コネクタを用いた装置の生産コストを低減するとともに、信頼性を向上
させることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
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　上記目的を達成するため、本発明は、雄型端子と差し込み嵌合する雌型端子を有するコ
ネクタであって、前記雌型端子は、該雌型端子が前記雄型端子と差し込み嵌合した状態の
該雄型端子を底部として、箱状体を形成する筒状部を備え、前記箱状体の上方から導電部
材を装填可能としたことを特徴とする。
【０００９】
　そして、本発明によれば、雌型端子と雄型端子とを嵌合した状態で、雄型端子を底部と
して、雌型端子の筒状部とで形成された箱状体に上方から半田等の導電部材を装填するだ
けで、雄型端子と雌型端子と導電部材で接合して導通接続することができるため、作業性
が良好である。また、両端子を導電部材で接合することにより、振動の大きい装置や、過
酷な低温環境下で使用しても、導通不良が発生する可能性を低減することができるので信
頼性が向上し、導電接着剤等の高価な接着剤を使用しないため、生産コストを低減するこ
ともできる。また、導電部材を使用せず、雌型端子と雄型端子の嵌合のみによって導通接
続するコネクタとして使用することもできる。
【００１０】
　前記コネクタにおいて、前記雌型端子を、前記雄型端子と差し込み嵌合した際に、該雄
型端子を把持する相対向する突条からなる把持部を備えるように構成することができる。
これによって、雌型端子と雄型端子とを嵌合した際に、雌型端子の把持部によって雄型端
子を安定した状態に把持した後、導電部材を装填することができるため、作業性及び信頼
性がさらに向上する。
【００１１】
　前記コネクタにおいて、前記雌型端子を、ハウジングに複数一列に並置し、電気機器側
に複数一列に設けられた前記雄型端子と同時に嵌合可能とし、前記ハウジングには前記箱
状体に導電部材を装填するための開口部を設けることができる。これによって、複数の雌
型端子及び雄型端子をワンタッチ操作で同時に嵌合させ、連続して箱状体に導電部材を装
填することにより、いわゆるマルチコネクタ等と電気機器との接続を容易かつ確実に行う
ことができる。
【００１２】
　また、本発明は、電気機器側の雄型端子と、コネクタ側の雌型端子とを導通接続する導
通接続構造であって、前記雌型端子に備えられ、該雌型端子が前記雄型端子と差し込み嵌
合した状態の該雄型端子を底部として、箱状体を形成する筒状部と、前記箱状体に装填さ
れ、前記雄型端子と前記雌型端子とを接合する導電部材とを備えることを特徴とする。
【００１３】
　この導通接続構造によれば、電気機器側の雄型端子と、コネクタ側の雌型端子とを嵌合
した状態で、雄型端子を底部として、雌型端子の筒状部とで形成された箱状体に、上方か
ら導電部材を装填するだけで、雄型端子と雌型端子とを接合して導通接続することができ
るため、作業性が向上する。また、両端子を導電部材で接合するため、振動の大きい装置
や、過酷な低温環境下で使用しても、導通不良が発生する可能性を低減し、導電接着剤等
の高価な接着剤を使用しないため、生産コストを低減することもできる。
【００１４】
　さらに、本発明は、電気機器側の雄型端子と、コネクタ側の雌型端子とを導通接続する
導通接続方法であって、前記雄型端子を前記雌型端子に差し込み嵌合し、該雌型端子が前
記雄型端子と差し込み嵌合した状態の該雄型端子を底部として、該底部と前記雌型端子に
備えられる筒状部とで箱状体を形成し、該箱状体に導電部材を装填して前記雄型端子と前
記雌型端子とを接合することを特徴とする。
【００１５】
　この導通接続方法によれば、上述のように、作業性が向上し、振動の大きい装置や、過
酷な低温環境下で使用しても、導通不良発生する可能性を低減し、生産コストを低減する
ことが可能となる。
【発明の効果】
【００１６】
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　以上のように、本発明によれば、電動弁等に用いられる雌雄嵌合式コネクタにおいて、
雌雄端子の嵌合作業を容易かつ確実に行い、コネクタを用いた装置の生産コストを低減す
るとともに、信頼性を向上させることなどが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
  次に、本発明の実施の形態について、図面を参照しながら説明する。尚、以下の説明に
おいては、本発明にかかるコネクタを、ステッピングモータと通電用のリード線との間の
導通接続に用いた場合を例にとって説明する。
【００１８】
　図１に示すように、本発明にかかるコネクタ１は、ハウジング２と、このハウジング２
に一列に並置される複数の雌型端子３とで構成される。
【００１９】
　ハウジング２は、合成樹脂からなり、図１及び図２に示すように、複数の雌型端子３を
収容するための複数の収容部２ａと、ステッピングモータ２０の角ピン状の雄型端子４を
挿入するための開口部２ｂと、雌型端子３の係合突起３ｅと係合することにより雌型端子
３を収容部２ａ内に係止する係止孔部２ｃとを備える。このハウジング２全体は、後述す
るように導電部材の一例としての半田の装填による高温に耐えるように、耐熱性を向上さ
せたガラス繊維を１５％程度含有したナイロン等で形成することが好ましい。
【００２０】
　図２（ａ）に示すように、雌型端子３は、一枚の板金を加工して製造され、ステッピン
グモータ２０側の雄型端子４と嵌合する本体３ａと、リード線１０をかしめ接続するため
の圧着接続部３ｂとを備え、本体３ａは、雄型端子４が挿入される開口部３ｃと、雄型端
子４を把持して固定するため、一対の相対向する突条として形成された把持部３ｄと、ハ
ウジング２の係止孔部２ｃと係合する係合突起３ｅとを備える。
【００２１】
　次に、上記構成を有するコネクタ１を用いてステッピングモータ２０とリード線１０と
を導通接続する要領について説明する。尚、コネクタ１は、図２（ｃ）に示すように、ハ
ウジング２の複数の収容部２ａにＦ方向から複数の雌型端子３を挿入し、係止孔部２ｃに
係合突起３ｅを係合させて組み立てることができる。
【００２２】
　図１に示すように、ハウジング２に穿設された複数の開口部２ｂをステッピングモータ
２０の複数の雄型端子４に矢印Ｄ方向に挿入する。すると、図２（ｃ）に明示されるよう
に、雄型端子４が雌型端子３の把持部３ｄに把持された状態で雌型端子３と嵌合する。ま
た、この状態で、雄型端子４を底部とし、雌型端子３の本体３ａの雄型端子４の位置する
部分より上の部分を筒状部３ｆとした箱状体が形成される。
【００２３】
　次に、図２（ａ）及び（ｃ）に示すように、上記雄型端子４と筒状部３ｆからなる箱状
体に、ハウジング２に形成された開口部２ｄ（図２（ｃ）参照）を介して、上方から矢印
Ｅ方向に半田を装填すると、図２（ｂ）に示すように、雄型端子４と雌型端子３とが半田
（斜線部）６によって接合される。その後、図３に示すように、カバー５をコネクタ１を
覆うようにしてステッピングモータ２０に取り付け、カバー部５の下部に設けられる開口
部５ａから樹脂を注入して硬化させ、コネクタ１全体を樹脂封止し、コネクタ１の防水絶
縁を行う。尚、導電部材としては、半田に代えて導電性接着剤を使用することも可能であ
る。
【００２４】
　上述したように、本発明によれば、コネクタ１の雌型端子３と、ステッピングモータ１
０の雄型端子４とが導電部材によって接合された上、コネクタ１全体が電気絶縁性樹脂に
よって封止されるため、雌雄嵌合部に存在する導電部材によって雌雄嵌合部の導電性が確
保される。これにより、過酷な環境下等でも導通不良が発生する可能性を低減することが
できる。
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　尚、上記構成を有するコネクタ１は、ステッピングモータ２０のステータコイルとリー
ド線との導通接続のみならず、ソレノイド装置のコイル等とリード線との導通接続にも適
用することができ、さらに、樹脂封止を必要としない電子機器等にも適用することができ
る。また、雌型端子と雄型端子を半田付けせず、両端子の嵌合のみによって導通接続する
コネクタとして使用することもできる。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】本発明にかかるコネクタの一実施の形態、及びこのコネクタを用いてリード線と
導通接続される電子機器の一例としてのステッピングモータ等を示す図であって、（ａ）
は、コネクタ及びカバーをステッピングモータに装着する前の状態を示す分解斜視図、（
ｂ）は（ａ）のコネクタのＢ矢視図である。
【図２】図１に示したコネクタの雌型端子と、ステッピングモータの雄型端子との嵌合状
態を示す図であって、（ａ）は斜視図、（ｂ）は（ａ）のＥ矢視図であって、（ｃ）は（
ａ）のＣ－Ｃ線断面図である。
【図３】図１に示したコネクタを用いてステッピングモータとリード線とを導通接続した
後、樹脂封止した状態を示す断面図（図１のＡ－Ａ線断面に相当）である。
【符号の説明】
【００２７】
１　コネクタ
２　ハウジング
２ａ　収容部
２ｂ　開口部
２ｃ  係止孔部
２ｄ　開口部
３　雌型端子
３ａ　本体
３ｂ　圧着接続部
３ｃ  開口部
３ｄ  把持部
３ｅ  係合突起
３ｆ  筒状部
４　雄型端子
５　カバー
５ａ　開口部
６　導電部材（半田）
１０　リード線
２０　ステッピングモータ
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